
・有限体係数のArtin-Schreier型⽅程式 に
より有限体構成法を再帰的に続けることで巨⼤有限体

を構成
・(再帰構造を持つ)巨⼤有限体と効率的計算量の演算アルゴ
リズム
・巨⼤次数の原始多項式を⽣成、

性能的にはMersenne Twistor

を凌駕！
・2元体上の2^r 次正⽅⾏列

(r=11のとき、位数〜2^2048)
・Twistor MT19937と同性能

(r=14のとき)

▶研究開発成果

先端的代数学融合研究部門における基礎研究の一例

研究推進機構 総合研究院 先端的代数学融合研究部門

・「正標数代数幾何学と環論」と「総合的視点からの整数論」に関する世界的研究拠点化、特定研究推進
費による数理連携プロジェクトとして活動中
・基礎(理論構築)と(応⽤実践)の先にある異分野連携研究の推進、企業研究者との交流
・若⼿育成として「代数学の萌芽」(若⼿中⼼の成果発表)と「代数学の広がり」(⼤学の枠を超えた⼤
学院⽣の研究交流)の継続
・数理解析研究部⾨、DX研究部⾨、東北⼤学数理科学共創社会センターとの連携の強化

▶研究概要

【連絡先】研究部⾨⻑（ 創域理⼯学部数理科学科） 伊藤 浩⾏
ito_hiroyuki@rs.tus.ac.jp

・代数学内部の相互連携による代数学研究の進化(理論構築)

・20世紀後半からの代数学ベースの新しい応⽤分野との連携
(実践応⽤)

・2024年度は数理解析連携研究部⾨、DX研究部⾨との協働に
より特定研究推進「数理連携プロジェクト」として研究拠点化

整数論
代数幾何学
表現論
保型形式論

代数学

解析学

微分幾何学
トポロジー
複素解析幾何学
幾何学

情報通信
符号理論

情報セキュリティ
暗号理論

ビッグデータ解析

学習理論

グレブナー基底
数式処理エンジン

シミュレーション
疑似乱数⽣成

ロボティクス

圏論と計算機科学

偏微分⽅程式
数値解析学
確率論

⽣物学、ゲノム解析

統計学
物理学
機械⼯学
電気電⼦⼯学
⼟⽊⼯学
建築⼯学
……

多くの理⼯学諸分野⼈⼯知能「正標数代数幾何学と環論」と「総合的視点からの整数論」
の研究拠点化

計算機代数学、符号・暗号理論、応⽤代数学、代数統計学、
DXとの連携

■ 正標数代数幾何の研究 〜 多項式の共通零点集合である代数多様体とそこに現れる特異点が中心的研究対象

■ 巨大有限体の構成と擬似乱数生成器の開発 〜 MTを超える

▶今後の展開

・正標数有理⼆重特異点の理解 ---- 正多⾯体 (Platonic solid) 
の対称性を記述する2次特殊線形群SL_2(C)の作⽤により得
られる商特異点に関して正標数における諸性質の究明
・正標数商特異点の⼀般理論構築 ---- 有理⼆重点の理解に
必要な野⽣的群作⽤と導分商に関する理論構築、特異点の
モジュライに関する理解

特異点解消双対グラフ

複素有理⼆重点

標数2における分類

標数2における特異点決定アルゴリズム 標数2における有理⼆重点の等特異軌跡
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